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但
東
市
民
セ
ン
タ
ー

舞
台
技
術
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

日
内

・
9
月
26
日（
水
）午
後
7
時
30
分

〜
10
時
、
音
響
・
照
明
の
基
礎

・
10
月
27
日（
土
）午
後
7
時
30
分

〜
10
時
、実
習「
村
芝
居
」仕
込
み

・
10
月
28
日（
日
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時
、
実
習「
村
芝
居
」公
演

・
11
月
15
日（
木
）午
後
7
時
30
分

〜
10
時
、
音
響
・
照
明
の
応
用

※
全
4
回

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー（
但
東
町

出
合
）

対
音
響
・
照
明
に
興
味
の
あ
る
方

定
20
人
程
度

申
期
9
月
20
日（
木
）

申
問
但
東
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
3
2

近
畿
大
学
公
開
講
座
2
0
1
2

日
9
月
1
日（
土
）午
後
1
時
〜
3

時
40
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

多
目
的
ホ

ー
ル（
大
手
町
）

演
題
・
講
師

○「
環
境
倫
理
か
ら
問
う
、
人

自
然
の
再
生
」・
近
畿
大
学
文

芸
学
部
文
化
・
歴
史
学
科
准
教

授　

白し
ろ

水う
ず

士
郎
さ
ん

○「
日
本
製
造
業
企
業
に
お
け
る

雇
用
と
人
材
育
成
の
特
質
と
課

題
」・
近
畿
大
学
短
期
大
学
部
商

経
科
准
教
授　

小
松
史ふ
み

朗あ
き

さ
ん

定
1
0
0
人

申
方
任
意
の
用
紙
に
講
座
開
催
日
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
携
帯
電
話

可
）を
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
31
日（
金
）必
着

申
問
近
畿
大
学
総
務
部
総
務
課（
〒

5
7
7

8
5
0
2　

東
大
阪

市
小
若
江
3

4

1
）

　

☎
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6
7
2
1

2
3
3
2

　
Ｆ
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6
7
2
7

4
4
3
5

　
メkouza@

itp.kindai.ac.jp

全
国
一
斉
！
法
務
局
出
前
講
座
＆

休
日
相
談
所
〜
遺
言
・
相
続
・

登
記
に
つ
い
て
〜

日
9
月
23
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
C
・
D（
大
手
町
）

内○
第
1
部（
講
演
）

・
公
証
人
に
よ
る「
昨
今
遺
言
事

情
」（
遺
言
事
例
を
基
に
し
た
ト

ラ
ブ
ル
回
避
方
法
な
ど
）

・
法
務
局
職
員
に
よ
る「
法
務
局

と
相
続
登
記
」（
法
務
局
の
概
要
、

相
続
登
記
の
申
請
方
法
な
ど
）

○
第
2
部（
各
種
相
談
お
よ
び
人

権
相
談
）

・
公
証
人
、
法
務
局
職
員
に
よ
る

個
別
相
談

定
50
人
程
度

※
事
前
申
込
み
不
要

問
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
総

務
係
☎
23

0
4
1
7

「
と
く
ま
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〜

お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る

知
っ
て
得
す
る
体
験
教
室
〜
」

日
8
月
17
日（
金
）〜
9
月
20
日（
木
）

所
日
高
地
域
の
12
カ
所
の
店
な
ど

内「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
子
ど
も

の
眼
」、「
知
っ
て
る
よ
う
で
知

ら
な
い
本
当
の
眠
り
」、「
あ
な

た
の
お
手
持
ち
の
お
洋
服
を
ト

ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
」な
ど

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
で

連
絡

※
店
に
よ
っ
て
、
開
催
日
・
内
容

は
異
な
る

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
8
月
5
日
・

12
日
に
配
布
す
る
折
込
チ
ラ
シ

（
日
高
地
域
の
み
）を
参
照

■「
N
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
但
イ
ン

馬
」ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

10
月
26
日（
金
）・
27
日（
土
）に

開
催
の「
N
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
但
イ
ン

馬
」（
J
R
江

原
駅
前
）の
企
画
ス
タ
ッ
フ
・
ジ

オ
ラ
マ
製
作
隊
・
当
日
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
で

連
絡

申
期
8
月
25
日（
土
）

申
問
江
原
駅
周
辺
地
域
活
性
化
委

員
会（
豊
岡
市
商
工
会
日
高
支

所
内
）☎
42

1
2
5
1

相
　
談

出
張
！
マ
マ
の
働
き
方
相
談
会

日
9
月
14
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練
習
室（
大

手
町
）

対
将
来
就
職
を
希
望
す
る
妊
娠
中

の
女
性
、
乳
幼
児
の
母
な
ど

テ
ー
マ
子
連
れ
マ
マ
の
再
就
職
チ

ャ
レ
ン
ジ

内
グ
ル
ー
プ
相
談
会（
参
加
者
が

気
軽
に
悩
み
や
考
え
を
言
い
合

い
、
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
）

講
師
社
会
保
険
労
務
士　

髙
見
香

織
さ
ん

定
8
人

申
方
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

相
談
会
の
中
で
特
に
聞
い
て
み

た
い
こ
と
、
一
時
保
育（
原
則
、

1
歳
半
以
上
の
幼
児
、
無
料
）

の
有
無
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
連
絡

申
期
8
月
17
日（
金
）〜
9
月
7
日

（
金
）

申
問
秘
書
広
報
課
広
報
･
交
流
係

☎
23

1
1
1
1
Ｆ
23

1
1
2
4

　

ま
た
は
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4
Ｆ
24

4
7
4
0

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

認
知
症
相
談

日
9
月
5
日（
水
）午
後
1
時
30
〜

3
時
30
分

所
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
日

高
町
祢に
ょ
う布
）

内
認
知
症
、
介
護
に
関
す
る
相
談

な
ど

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
医
師　

中
治
隆

宏
さ
ん

申
方
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
期
8
月
31
日（
金
）午
後
5
時

申
問
高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
24

2
4
0
9

　
Ｆ
24

9
0
8
8

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

日
9
月
13
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施



広報とよおか　2012.8.1011

設（
立
野
町
）

内
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
で
の
体

調
不
良
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
傾
向

な
ど
心
の
悩
み
や
認
知
症
に
関

す
る
こ
と
に
専
門
医
が
応
じ
る

※
事
前
申
込
み
必
要

申
期
9
月
10
日（
月
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

試
　
験

平
成
24
年
度　
　
　
　
　
　

 

第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
10
月
14
日（
日
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

試
験
の
種
類
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

願
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各
分

署
、
出
張
所
、
駐
在
所

申
方

・
電
子
申
請
…
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

手
続
き

　
ホhttp://w

w
w
.shoubo-
shiken.or.jp

・
郵
送
…
簡
易
書
留
郵
便
な
ど
の

送
達
確
認
が
可
能
な
方
法
で
㈶

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫

県
支
部（
〒
6
5
0

0
0
1
1

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
5

12

7
協
和
ビ
ル
5
階
）へ
郵
送

申
期

・
電
子
申
請
…
8
月
19
日（
日
）〜

31
日（
金
）

・
郵
送
…
8
月
22
日（
水
）〜
9
月

3
日（
月
）

◆
養
成
講
習
会

講
習
科
目
乙
種
第
4
類

日
9
月
14
日（
金
）午
前
10
時
〜
午

後
5
時

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

料
6
5
0
0
円

※
テ
キ
ス
ト
代
4
千
円
が
別
途
必
要

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　

☎
24

8
0
3
6

平
成
24
年
度
兵
庫
県
職
員

中
級
・
初
級
採
用
試
験

募
集
職
種
・
人
数

○
中
級

①
臨
床
検
査
技
師
7
人
程
度

②
診
療
放
射
線
技
師
9
人
程
度

○
初
級

①
一
般
事
務
職
9
人
程
度

②
警
察
事
務
職
4
人
程
度

③
教
育
事
務
職
9
人
程
度

④
総
合
土
木
職
2
人
程
度

⑤
小
中
学
校
事
務
職
11
人
程
度

受
験
資
格　

・
中
級
は
、
昭
和
57
年
4
月
2
日

〜
平
成
4
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
免
許
取
得
者
ま
た

は
取
得
見
込
み
者

・
初
級
は
、
昭
和
63
年
4
月
2
日

〜
平
成
7
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方（
大
学
卒
業
者
ま
た
は

大
学
在
学
期
間
が
2
年
を
超
え

る
方
な
ど
は
、
受
験
不
可
）

第
１
次
試
験
日
9
月
23
日（
日
）

申
方
県
庁
受
付
ま
た
は
各
県
民
局

に
あ
る
申
込
書（
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

申
期
8
月
10
日（
金
）〜

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
22
日（
水
）

　

午
後
5
時

・
郵
送
は
31
日（
金
）必
着

・
持
参
は
9
月
5
日（
水
）午
後
5
時

申
問
県
人
事
委
員
会
事
務
局
職
員

課
試
験
係（
〒
6
5
0

8
 5 

6
7　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
5

10

1
）

　

☎
0
7
8

3
6
2

9
3
4
9

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.jp/

制
　
度

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

　

住
宅
再
建
共
済
制
度「
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
共
済
」は
、
住
宅
を
所
有

す
る
方
な
ど
に
加
入
い
た
だ
き
、

平
常
時
か
ら
資
金
を
寄
せ
合
う
こ

と
に
よ
り
、
台
風
、
地
震
な
ど
全

て
の
自
然
災
害
発
生
時
に
被
害
を

受
け
た
住
宅
な
ど
の
再
建
・
補
修

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
の
わ
が
家
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
方
県
内
の
郵
便
局
窓
口
や
郵
送
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

申（
財
）兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基

金
業
務
課（
〒
6
5
0

8
5
6 

7　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通

5

10

1
）

問
但
馬
県
民
局
企
画
防
災
課
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
共
済
担
当

　

☎
23

1
0
0
1

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.
jp/w

d34/phoenixkyosai.htm
l

給付金の
種類 給付対象 給付金額

再建等
給付金 全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入 600万円

補修
給付金

全壊で補修 200万円
大規模半壊で補修 100万円
半壊で補修 50万円

居住確保
給付金

全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入・
補修をせず賃貸住宅に入居した場合等 10万円

給付金の
種類 給付対象 給付金額

再建等
給付金

全壊・大規模半
壊・半壊で再建

300万円×新たなマンションの住戸数
（加入時の住戸数を上限）

補修
給付金

全壊で補修 100万円×加入時の住戸数　  
大規模半壊で補修 50万円×加入時の住戸数　  
半壊で補修 25万円×加入時の住戸数　  

給付金の
種類 給付対象 給付金額

家財再建
共済
給付金

住宅が全壊で家財を補修・購入 50万円
住宅が大規模半壊で家財を補修・購入 35万円
住宅が半壊で家財を補修・購入 25万円
住宅が床上浸水で家財を補修・購入 15万円

＜住宅再建共済制度＞
自然災害で半壊以上の被害を受けた住宅の再建等に
負担金年額5,000円／戸で、最高600万円を給付

＜家財再建共済制度＞
自然災害で床上浸水以上の被害を受けた住宅の家財の
購入等に負担金年額1,500円／戸で、最高50万円を給付

＜マンション共用部分再建共済制度＞
自然災害で半壊以上の被害を受けたマンション共用部分の再
建等に負担金年額2,400円／戸で、最高300万円／戸を給付

（注）1　兵庫県以外で再建・購入した場合は、上記給付金額の1/2の額とな
ります。

　　2　賃貸住宅等については、所有者が加入できますが、県内での再建
等のみに給付し、居住確保給付金は給付対象となりません。

（注）1　住宅再建共済制度加入者は、負担金年額1,000円/戸となります。
　　2　賃貸住宅等については、賃借人が加入できます。

（注）兵庫県以外で再建した場合は、上記給付金額の1/2の額となります。

      兵庫県住宅再建共済制度 フェニックス共済


